〈積極的消極空間〉再考―視覚表象における〈異常〉とコミュニケーション― by 中村 優子
 






の顕現を、アメリカの歴史学者スティーブン・カーン(Stephen Kern)がその著 The Culture 

































る〈異常〉、そして最後に以上の 5 つを包括する概念である 6)〈コミュニケーション〉
の全 6 項目である。 
 そして第 2 項では、本研究が、表象における〈空間〉の見え方や受け取られ方と、社
会や文化との関連という問題を共有する、4 つの学術領域を横断する学際的なものであ











 第 2 章は、本研究の最重要概念である〈積極的消極空間〉の定義と具体例から問題点
をあぶり出し、加えるべき新たな視点の方向性を探る。 






第 2 項では、第 1 項で明らかにしたそれぞれの点について詳しく論ずる。まず〈積極
的消極空間〉のある表象や事象に特徴的にみられる意味生成のメカニズムに関する考察
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〈   〉（山括弧）によって表された文字は、本研究の基軸概念であり、その意味内















図 1. Volkswagen: Park Assist technology from Volkswagen1   
 







                                                   
1画像提供 Volkswagen AG。 
2本研究における〈空間〉の定義については、第 1 章「基軸概念」にて詳述。 
3知覚の解釈までの過程は、音声記号(auditory sign)の場合、線状(形)性(linearity)や連続性
(successivity/ sequence)が優位であり、視覚記号(visual sign)の場合は同時性(simultaneity)が優位で


































                                                                                                                                                     
スト, 2006, p. 103）が生じ、いくつかの要素が処理の対象となるため、「二つ以上の視覚情報また
は聴覚情報を同時に高水準で処理するのは、相当にむずかしい」（松田, 1995, p. 26）。描画と文字
要素の両方を視覚が捉え、そして理解に至るまでの過程には、「いくつかの選択した細部から出
発し、段階的努力を重ねつつ、部分から全体へと向う、そして絵画の鑑賞者にとって統合化がそ
の次の段階、即ち到達点としてその後生じるのである」（ヤコブソン, 1978, p. 48）。絵画の鑑賞過
程はこうした「継起的総合」（sequential synthesis）（ヤコブソン, 1978, p. 48）を経て、最終的に「同









の二面を持つ「シーニュ[signe]」（=記号）である（ソシュール, 2002, pp. 96-97）とする考え方が
その源流であり、後に様々な研究へと発展していった。記号に関しては 1.2.4 にて詳述。 
7詳しくは「基軸概念」の〈非具象〉の項を参照。 
8ゲシュタルト心理学の〈図と地〉(positive space and negative space、ないしは figure and ground) の
概念を指す。その特徴など、詳細は 1.2.1 にて説明。 


















あるパーキングスペースを表す立札、④広告の左端に小さく書かれた “Park Assist 
technology from Volkswagen”（「駐車アシストの技術。フォルクスワーゲンから」［日本




























 次に図 2 を参照していただきたい。 
 
図 2. Ray-Ban: NEVER HIDE13 
 
                                                   
11多義性や曖昧さに関しては、意味生成のみならず〈コミュニケーション〉という視点から第 3
章 3.2.1 で詳述。 
12本研究の考える〈コミュニケーション〉については、第 1 章「基軸概念」、および第 3 章の 3.2
にて詳述。 
13図像は、2014 年 10 月 1 日 Mediabistro Inc. が運営する広告アーカイブサイト Ads of the World 
http://adsoftheworld.com/media/print/rayban_dancing より取得。 






























う 5 つの要素が意味を結び始める。それは逆に、その 5 つはひとつの論理的整合性のあ
る意味として、結びついていなかったことを表す。論理的整合性のあるひとつの意味に





















































くみると、左端の下に小さく、“Park Assist technology from Volkswagen”というコピーが
レイアウトされている。これらはすべてこの広告を制作した作者の企てである。つまり、










                                                   
14与えられた情報が有意味かどうかは、受け手がすでに持っている知識体系に対する関連性の高
さによって判断される。関連性が高ければ、有意味性も高くなるとされる (Ausubel, 1968)。 
15第 1 章の「基軸概念」で詳細に説明する。 























ヴェイ, 1999, p. 340）と批判している。この〈空間〉と時間の圧縮の現象を、ハーヴェ
イは統一か差異かの思想の分かれ目と捉えた。そして、その時間と〈空間〉の圧縮現象
                                                   
16この場合の平準化(leveling)とは、Kern (1983)が“Conclusion”の項で 1880 年から 1918 年のヨーロ








を指す (Marshall, 1998, p. 366) 場合があるので、その違いには注意すべきである。 




反応を挙げている（ハーヴェイ, 1999, p. 345）。ハーヴェイはそれが実はモダニズム 17に
対する人々の反応であったことを指摘したのであった。 
Kern (1983)が示した〈積極的消極空間〉という概念は、我々の生活の中の様々な〈無










しては、Telotte (2011)や Rogin (1989)がある。Telotte (2011)は〈空間〉がいかに 20 世紀
初頭のアニメーションの中で重要な役割を担うようになったかについて Kern (1983)の
〈積極的消極空間〉を引用して説明しており、Rogin(1989)の場合は、映画「イントレラ
ンス (Intolerance)」を題材に、監督である D.W. グリフィス (David Wark Griffith)が〈地〉
に意味を込める〈積極的消極空間〉を挿入していると説明している。また、Puleo (2012)
がウィリアム・フォークナー (William Faulkner)の『響きと怒り』 (The Sound and the Fury)、
































ているが、ハーヴェイが指摘したように、「資本主義の力学」（ハーヴェイ, 1999, p. 340）
についての議論がなされておらず、その誕生の契機に関して、重要だと思われる経済活
動、市場形成などとの関連への考察がほぼない。さらに〈積極的消極空間〉を意味生成










オタール, 1986, p. 9）といわれていた「偉大な主人公、重大な危難、華々しい巡歴、崇高な目標」
であり、「《精神》の弁証法、意味の解釈学、理性的人間あるいは労働者としての主体の解放、富
の発展」といった言説、すなわちリオタールのいう「大きな物語」への準拠だった（pp. 7-8）。 
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1場所(place)と空間(space)の特徴の違いについては、「1.2.2 空間機能論系」の項で詳述。 
















化・社会に対するバイアスについて論じたLutz & Collins (1993)、イギリス政府の出版物
による植民地に対するイデオロギーの再構築に関するBowden (2004)、そしてまた 
Walker & Chaplin (1997)によって創設が宣言されたヴィジュアル・カルチャー・スタデ
ィーズ (Visual culture studies)などで議論されている。 



























そして広告と、少女マンガを中心としたマンガ 2の 3 種類である。多くの表象の対象か





























人間は、個々の事物ひとつひとつに対し、それぞれ、概念の束を持っている( “a set of 































































語］の一部なのですから」（バルト, 2005, p. 98）とも述べている。 
8Goodman (1976)をはじめとして、絵画の言語的側面に批判的な研究は多かったが、機械によっ
て図像を読み取る picture-reading machine の必要性の高まりと技術的発展に伴い、絵画をはじめ
とする図像の理解や解釈に、法則や構造を見出す考え方が出てきた(Carter, 1976)。こうした流れ
はデジタルアートの解釈の枠組みを示す Search (1995)などの研究にも派生した。哲学的命題と絵
画との関係について論じた Saenger (1993)は、ヴィジュアル・アートの syntax アプローチを展開
し、絵画は他の言語と同じく複数の意味を持つもので構成されると議論した。この他、イコノグ
ラフィ （ー図像学）の研究として Saint Nicholas の図像をヤコブソンの linguistic concept に基づく














（バルト, 2005, pp. 34-35）の総体であるコンテクストの中の、詳細な部分である。人間
は、言語やその他の様々なコード 10を含む「先行する社会的相互行為を通して彼／女ら
が既に獲得した」（シルヴァスティン, 2011, p. 289）、特定の「社会集団のすべての成員

















                                                   
10本研究での「コード」とは、池上（2002）が定義した「記号の用いられ方についての取り決め
のこと」（p. 35）という広義に基づいて議論をするものである。コードは手話やモールス信号の
















イファー, 1988, p. 289）に特徴的にみられる表現 13を指す。それは「絵と絵の外に〈在
















































いる」（ゴンブリッチ, 2011, p. 439）。また〈非具象〉は前衛芸術、すなわちアヴァンギ
ャルド(avant-garde)15と、その概念やムーヴメント、具体的な作品に関して、それとの類








的芸術観や方法を指す場合の 2 種類があるが、この 2 者とも社会が前提や常識としていることに
対する否定・対抗という特徴を持つ点で両者は共通している。大平（2009）は、アヴァンギャル
ドがヨーロッパを主要舞台として広がりを見せた芸術運動であることを肯定しつつも、パブロ・
ピカソ(Pablo Picasso) やオクタビオ・パス(Octavio Paz) など、その源流となったパイオニアは、
非ヨーロッパ圏であるプリミティヴ・アートからの影響を強く受けていたことを指摘している。
いわゆる未開の部族社会で発達していた「プリミティヴィズム(Primitivism)」は、20 世紀初頭の






徴性（p. 94）、幾何学的装飾(p. 154)、様式化（p. 143）などが挙げられる。それらと 19 世紀末か
ら出現した本研究の議論の対象となる〈非具象〉との共通点、そして差異に関しては、様々な意

































                                                                                                                                                     
「誇張、歪曲、抽象」といった特徴がみられる（cf. 辻, 1992; 小山, 1996）。中国の三遠法（「高
遠」「平遠」「深遠」）の影響を受けた山水画（重政, 2010, pp. 102-103）に始まり、1867 年のパリ
万博に出展した国貞や国芳らの浮世絵に代表される誇張や捨象による「シンプルさと装飾性」（鶴








って生まれた具体的な表象形式のひとつと位置付ける。さらに詳しい説明は第 3 章で展開する。 






























                                                   
17ソシュールの記号学における「記号(signe)」の基本概念。ソシュールの記号学については 1.2.4
を参照。 
























ケーション〉のあり方は、ヴィジュアル・カルチャ ・ースタディーズ(Visual culture studies)










れず、相対的なものであるとも指摘している（カンギレム, 2002, p. 189）。フーコーの〈異常〉に
対する考え方も、カンギレムのこうした思想から大きく影響を与えられているものと考えられる。
本研究が考える〈異常〉に関しては 1.2.3 でさらに詳述する。 


































ケーション〉である（cf. コーヌ, 2004; 大橋・根橋, 2007）。そして、そこには意識、無意識の違
いはあるが、作者の何らかの意図が存在すると考える。なお、この際の「コード」の意味も、「基
軸概念」の〈ヴィジュアル・シンタクス〉の項の註で説明したものと同様である。 




ン〉を行っているのかというコミュニケーション・モデルについては第 3 章 3.2 で述べ、

































































絵画においては「威厳・神聖・伝統」を表すとされる（内田, 2009, p. 18）。また写真の構図にあ
る「二分割構図」は絵画で「対決型」として 2 つのオブジェクトが対峙した構図である。画面の
正面に対象をもってくるのを避け、シンメトリーを若干ずらした「シンメトリー崩し型」は、「優
しさや自然な感じ」を表すことができる方法としてよく使われるという（内田, 2009, p. 22）。 

























代表的なのが、〈図と地 (figure & ground)〉23、ないしは〈積極空間 (positive space)〉と
                                                   














































































覚の過程には 2 種類あるとされ 26、知識には依存しないで自動的に知覚する過程と、知





注視されることがあると考えられる（ソルソ, 1997, p. 49）。 
普遍的傾向とされているもので重要なのが、ゲシュタルト自体が持つ 3 つの総体的な
特徴である。1 つ目の総体的特徴は「非加算性(superadditivity)」で、「全体はその部分の




                                                                                                                                                     
ルト・コフカ、ヴォルフガング・ケーラーが、知覚の原素的な単位は要素ではなく、心理現象は
全体的な動的形態を形成していると主張し、研究を進めた心理学の分野である（今田, 2003, pp. 









 30  
 
れる」という知覚傾向である（野口, 2007, pp. 20-21）。3 つ目は「その構成部分の構造的
























が大きな役割を果たす（鳥居, 2011, p. 133）。視覚情報からのメッセージや意味、解釈と
いったものは、その対象となる視覚現象に関して、その人が既にもっている特殊な知識
に依存していて、その知識が視覚現象を見る時の「文脈」に影響する（ソルソ, 1997, p. 
120）。したがって、〈図〉だけが情報取得の対象となるとは限らない。あくまでもそれ
は、鑑賞者の「主体的権限に属している」（小川, 1995, p. 11）のである。つまり、〈地〉



































































































                                                   




































                                                                                                                                                     
Hartung)が、抽象表現とはつまり、「世界に対する詩的直観を造形行為によって語る『別の言語』
なのだ」（大岡, 2006, p. 62）と主張していたことを紹介し、さらに、これも抽象画家であるヴォ
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32ジンメル（1999a）（1999b）の 2 つの論文が代表的である。 
33我々の外部にあるものとしての〈空間〉と観念の中にある〈空間〉という〈空間〉の二面性を






































































































2001; ガッティング, 2007; 中川, 2013）。しかし、両者とも〈空間〉が社会的、文化的、政治的
に価値や意味を付与されるものであるという立場は共有しているといえる。 






























                                                   
38エルヴィン・パノフスキーによって確立されたイコノロジ （ー図像解釈学）については次項「表
象記号論系」の項で説明する。 
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用い、1879 年から 1900 年初頭までの視覚表象を「注意」という知覚形態との関係から








も原因のひとつと考えられる。現代美術を 20 世紀美術と捉えて 1900 年以降を対象としたり、19
世紀末芸術の影響を考えて 1905 年以降とする、あるいは、1914 年以降が本当の 20 世紀の始ま






































































在領域〉」（前田, 2007, p. 34）という位置に置いた。この意味するもの、すなわち「シニ
フィアン[signifiant]」（＝「記号表現」）と、意味されるもの、すなわち「シニフィエ[signifié]」
（＝「記号内容」）の恣意的な結びつきで構成される「シーニュ[signe]」（＝「記号」）
という考え方（ソシュール, 2002, pp. 95-97）は、様々な事象や構造を解き明かす研究に
応用され、言語のみならず、非言語的な社会・文化現象をも包括する形で発達してきた 43。
クロード・レヴィ＝ストロース、ロラン・バルト、前述のフーコー44といったフランス
                                                   
43ソシュールの原資料を詳細に分析した丸山（2014）は、記号学と言語学との包摂関係に関し、






44フーコー自身は、La Quinzaine Littéraire, 46 (1968) におけるインタビューで、自分が構造主義
に属する者であることを否定している（メルキオール, 1995, p. 15）。 









































































































般、すなわち「人間感情を表現する仮象の形式を創造する」（ランガー, 1967, p. 132）も
























































 チャールズ・W. モリス（1988）はチャールズ・サンダース・パースの記号論 50の 3
項関係を基本的には踏襲し、「記号媒体」「指示対象」「解釈項」（p. 7）を記号の構成要
素としている。美学と記号論とを接合させたモリスの主張で最も注目すべきは、「美的
記号の指示対象は価値」（モリス, 1988, p. 128）と述べている点である。モリスは、価値
を「行為を満足ないし完了させる性質」（p. 129）とし、それは「体系内の諸関係への関
                                                                                                                                                     






同を避け、「現示的」という訳になったとしている（ランガー, 1991, p. 117［訳者註］） 
50前述のソシュールの記号学が「シーニュ [signe]」（＝記号）を「シニフィアン [signifiant]」（＝






とによる関係で理解されるものと説明している（有馬, 2001, p. 54-61）。 



















































































































































































































































プリン, 2001, p. 26）であるという立場を取っており、表象を通した〈コミュニケーショ
ン〉が存在していると主張している。 
 







有益」（ウォーカー・チャップリン, 2001, pp. 151-152）としている。 
























本研究の第 4 章で展開される個々の事例の構造分析は、前述の 4 つの学問領域の先行
研究をベースとしつつ、ロラン・バルトの「イメージの修辞学：パンザーニの広告につ
いて」52（バルト, 2005）で発表された考え方を参照の中心とする。バルトのこの記号
                                                   
52バルトのこの論文の発表以降、広告記号論はあらゆる素材を対象とした、多彩な切り口で発展
を遂げて来た。Courtney &Lockeretz (1971), Goffman (1979), Whilpple & Courtney (1985), Reese, 
Whipple & Courtney (1987)といった研究により広告記号論にジェンダーの視点が加わる一方で、
ウィリアムスン（1985a, 1985b）、ダイヤー（1985）、Francis (1986)、ベスタガード・シュレーダ
ー（1987）、Grafton-Small &Linstead (1989)、Domzal&Kernan (1992)、Langrehr&Caywood (1995)、
Cook (2001)など様々な広告記号論研究が生まれて行った。日本国内においても北村（1981）、福
田（1989）、難波（2000）、妹尾（2011）や深谷の意味づけ論（1995）の研究など豊かな研究成果






































似記号、すなわち「意味するものの形全体、または一部を模して表された形象」（太田, 2002, p. 15）
を指す。 
























 ②のコード化したイコン的メッセージのシニフィエとして、バルトは 4 つ挙げている。
まず 1 つ目が、市場から帰ったばかりでテーブルの上に投げ出されたような素材たちの





















の場合も、言語的メッセージはやはり「解釈を誘導」（バルト, 2005, p. 22）し、読み手
が「あるものを避けて他のものを受け取るようにする。しばしば巧みなディスパッチン
グ［手早い接続－切り離し］によってあらかじめ選んでおいたひとつの意味へと遠隔操
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2.1. Kern の定義 
 
 本項では Kern (1983)の〈積極的消極空間〉の定義を詳細に検討し、Kern の定義で明
らかではない点、あるいは加えるべきと考える点を示す。まず、Kern の定義にある〈空
間〉の構成する機能について、その具体的な説明がないこと、さらに、Kern が挙げた







19 世紀末から 20 世紀初頭にかけての時期に西洋社会に出現した新たな〈空間〉のあ
り方を、Kern (1983)は〈積極的消極空間〉と名付けた。この〈空間〉のひとつの例が西










The traditional view that space was inert void in which objects existed gave way to a new 
view of it as active and full. A multitude of discoveries and inventions, buildings and urban 
plans, paintings and sculptures, novels and dramas, philosophical and psychological 
theories, attested to the constituent function of space. I will refer to this new conception as 
“positive negative space.” Art critics describe the subject of a painting as positive space 
and the background as negative space. “Positive negative space” implies that the 




































New constituent negativities appeared in a broad range of phenomena: physical fields, 
architectural spaces, and town squares; Archipenko’s voids, Cubist interspaces, and 
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Futurist force-lines; theories about the stage1, the frontier, and national parks; Conrad’s 
darkness, James’s nothing; and Maeterlinck’s silence; Proust’s lost past, Mallarme’s blanks, 
and Webern’s pauses. Although these conceptualizations were as diverse as the many areas 
of life and thought from which they emerged and upon which they had influence, they 
shared the common feature of resurrecting the neglected “empty” spaces that formerly had 
only a supporting role and bringing them to the center of attention on a par with the 
traditional subjects. If figure and ground, print and blanks, bronze and empty space are of 
equal value, or at least equally essential to the creation of meaning, then the traditional 
hierarchies are also open to revaluation. Value was henceforth to be determined by 
aesthetic sensibility, public utility, or scientific evidence and not by hereditary privilege, 
divine right, or revealed truth. The old sanctuaries of privilege, power, and holiness were 
assailed, if not entirely destroyed, by the affirmation of positive negative space. (Kern, 






























                                                   
1ここでいう“theories about the stage”とは、従来あった背景幕を取り払い、彫刻の配置などによっ
て立体的な舞台空間を創り出したドイツの舞台芸術家アドルフ・アッピア(Adolphe Appia)やイギ
リスのゴードン・クレイグ(Gordon Craig)などの理論を指す(Kern, 1983, pp. 158-159)。 










































ある。19 世紀末から 20 世紀にかけてのそうした創造的な社会的実践が〈空間〉の「機能」を「証
言」したと Kern は述べる。これは〈空間〉と社会的実践との切り離せない結び付きが顕在化し
たことを示している。これについては「誕生の契機」の項で詳しく説明する。 

































































































Kernが〈積極的消極空間〉の例として挙げた“physical fields, architectural spaces, and 
town squares; Archipenko’s voids, Cubist interspaces, and Futurist force-lines; theories about 
the stage, the frontier, and national parks; Conrad’s darkness, James’s nothing; and 


































20 世紀初頭には National Park Service（アメリカ合衆国内務省管轄の一局である国立公
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5線遠近法による透視図が誕生したのは、15 世紀ルネサンス時代であり、イタリアのブルネレス
キやアルベルティなどの研究者によって理論が開発され（宮崎, 2003; 濱谷, 2013）、世界に広が






近法の世界の崩壊への影響を「印象派、セザンヌ、キュビスム」（p. 15）の 3 つに区分
しているほどである。パリで開催された第一回印象派展は 1874 年のことであり、セザ
ンヌの空間構成への取り組みに関する説明は、厳密にいえばKernが対象とする時代の区










































来事として捉えるべきである（前田, 2004, p. 29; ローゼンブラム, 1998, p. 209; ソンタグ, 
1979, p. 99）。1839 年、フランス科学アカデミーでの講演によって、写真発明はニュー
スとなり、世界に広まった（飯沢, 2004, p. 15; 三井・東京都写真美術館, 2005, p. 13）。
それまで不可能であった過去が再現可能になり、経験した〈空間〉を二次元の世界に留
めることができるようになったのである。だがそれによって、「写真は現実を正確に複









術は社会的産物」（ウルフ, 2003, p. 8）である。旧石器時代の洞窟美術に描かれる野獣 7た
ち、古代エジプト美術にみられる魚捕りや葡萄酒づくりなど、太古の表象にも狩猟や収
穫の様子が描かれている 8ように、人間の生産活動と人間の表象は切り離せない。社会
                                                   
6カメラ・オブスクラの映像を定着するという、初期の写真技術の誕生は、ジョセフ・ニセフォ
ール・ニエプスとルイ・ジャック・マンデ・ダゲールのふたりのフランス人の研究の成果であっ
たが（ベンヤミン, 1970, p. 70）、ニエプスの他界によって、ダゲールの名にちなんだダゲレオタ




























スに対するイメージ、すなわち消費価値の醸成をするようになった（海野, 2003, pp. 
33-34; 三井, 2002, pp. 25-26）。近代ポスター11は 1860 年代後半のパリで生まれたが、厳








11現在のポスターの形が現れたのは、特に石版術の発明によって 18 世紀の終わりから 19 世紀に
かけてである（ヴェーユほか, 1978）。高階（1996b）も参照願いたい。 
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すなわち、1890 年代初頭から 20 世紀初頭にかけて、フランスを中心に始まり、のちに
ヨーロッパ全域、そしてアメリカを覆った国際的な芸術運動として隆盛したのであっ
た 14。産業界はこぞって、大きな着色のポスターを制作するようになる。大型の着色ポ





13そもそもこのアール・ヌーヴォーという言葉そのものは、美術商であり、1888 年から 1891 年
の 3 年間にわたり、『芸術の日本(Le Japon artistique)』という日本美術の紹介雑誌を刊行したサミ
ュエル・ビングがパリに開店した東洋美術・日本美術専門の骨董店「アール・ヌーヴォー(Maison 
de l’ Art Nouveau)に由来するとされる（城, 2012, p. 106）。アール・ヌーヴォーは、19 世紀末から
20 世紀初頭にかけての世紀の転換期に起こった、純粋芸術から応用芸術にまで及んだ運動であ
り、デザインという考え方をも包含していた。始まりの時期に関しては、1851 年のロンドン万
国博覧会における「鉄とガラスの水晶宮」（海野, 2003, p. 30）の登場とする考えや、1889 年のパ
リ万国博覧会とするもの（シルヴァーマン, 1999, p. 20）など、若干のズレがみられるが、その絶
頂期は 1890 年から 1910 年あたりまでと考えられる（エスクリット, 2004, p. 4-8; 千足 2001, p.6-9; 
海野, 2002, p.104-105; マドセン, 1983, p.15）。フランス語圏、およびイギリス、アメリカといっ
た英語圏のみならず、ドイツでは「ユーゲントシュティール」、オーストリアでは「分離派（ゼ
チェッシオン）」、イタリアは「リバティー様式（スティレ・リベルティ）」、スペインでは「モデ



































































によって、利用の幅が大きく拡大する（ポルツィオ, 1985; 吉原, 1972）。 



























                                                   
16ここでいう「パトロン」とは、「単に芸術作品の経済的、物質的担い手というだけでなく、芸




























った（Fraser, 1981）。「大衆の豊かさ」（荒井, 1994, p. 49）が増し、パリ、ロンドンをはじ
めとする欧州の諸都市の大衆のニーズが、経済の動向を左右するという構図が生まれた。
そしてこの現象は、消費財といった物品のみに限って起こったことではなかった。それ







































ある（荒井, 1994, pp. 101-104）。 
 
ここで、作者の意図的な表象の構成とそれを媒介とする〈コミュニケーション〉をめ
                                                   
19新聞は 18 世紀からすで存在していた（高階, 1996c, p. 114）が、芸術批評がジャーナリズムに
よって本格的に大衆へと広がるようになるのは、パリやロンドンが大都市となる 19 世紀の新聞
の隆盛の時代である（高階, 1997, pp. 161-162）。 


















と物質世界との間にもなんらかの対応関係を是認する。（山里, 2008, p. 66） 
 




                                                   
20ここでは西洋の芸術史における交感の概念について述べているが、当然、東洋にも交感の概念




















がロマン主義の台頭とともに認識されていった（千足, 1993, p. 233）。だがそれも、「理性
に対する感情、人工に対する自然、複雑に対する単純、懐疑主義に対する信仰」（アーツ, 
1983, p. 229）という先行する時代がもたらしたものへの強い敵対衝動を基盤とする、情
緒の投影であった。ギュスターブ・クールベ (Gustave Courbet) やジャン＝フランソワ・
ミレー (Jean-François Millet)をその代表的作家とする写実主義 24も、ロマン主義が重視し
                                                                                                                                                     
者もいる。文学におけるロマン主義ではウィリアム・ワーズワース (William Wordsworth)、サミ








ロー, 2005, p. 55）と述べているように、ソローのイギリス文学、とりわけ湖水詩人を批判する態
度、そして原生自然 (wilderness)に価値を置く思考は、ロマン主義と一線を画す超越主義者、す
なわちラルフ・ウォルド・エマソン (Ralph Waldo Emerson)やマーガレット・フラー (Margaret 
Fuller)たちにも典型的に見られるものである。この引用にもあるとおり、ロマン主義が自然
(nature)を通して神からのメッセージを解読しようとしたのに対して、エマソンやソローをはじ
めとするアメリカ・ロマン主義／超越主義は、原生自然を“the source of vigor, inspiration, and 














































                                                                                                                                                     
対応物を持つ」（p. 160）という考えに基づく、交感やアナロジーにそれを求めたと述べている。 
































 82  
 
または線遠近法から逸脱した表象であり、新たな観念や認識の現出が見られる。この点













概念は、第 1 に〈空間〉が性質として持っていた「充填原理」（小川, 1995, p. 21）とい
う人間の空間知覚の法則ともいうべきものと、第 2 に民主主義国家、資本主義経済とい
う社会構造、そして第 3 に表象の作者が作者自身の主義や主張を表現するようになった、
19 世紀末からの文化・社会的なムーヴメントという 3 つの関連性を示唆しているもの
であり、それを考える上で、非常に重要な視点をもたらしたものとして評価すべきであ
る。だが前述のとおり、カーンの主張には再考し、新たに加えるべき視点がある。本研
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の唐突な衝突と結合」（乾, 1996, p. 17）という、表現手法の根幹にある概念を指す。長
い間慣れ親しんできた一点透視法の感覚を放棄し、鑑賞者を作品の再構成の過程に参加
させる〈コラージュ〉は、「キュビスムの〈コラージュ〉、ダダの〈コラージュ〉、シュ
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© 2014. Digital image, The Museum of Modern Art, New York/Scala, Florence 
 
図 5. Ma Jolie  
















                                                   
1画像の入手はコピーライツ表示にある通り、The Museum of Modern Art より。 






を象徴しようとする意欲」（リード, 1966, p. 21）によって支配された表現を指し、「抽象
芸術を、主に精神的な観点から捉え、表面的な外見の背後にあるリアリティを探求する
試みと考えていた」カンディンスキーの叙情的抽象（マクラウド, 2002, pp. 424-425）や、
カジミール・マレーヴィチ(Kazimir Malevich)に代表される「厳密で整然として幾何学的、
構成的かつ合理的な様式」（ロツラー, 1984, p. 5）で画面を構成するスプレマティスムの
ような「冷たい抽象」が代表的である。 
 
© 2014. Digital image, The Museum of Modern Art, New York/Scala, Florence 
図 6. Painterly Realism of a Boy with a Knapsack- Color Masses in the Fourth Dimension  








                                                   
2画像の入手はコピーライツ表示にある通り、The Museum of Modern Art より。 
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(Berthold Auerbach)の小説にすでに登場するという説がある 3が、広く知られているのは
主に「異化 (defamiliarization)4」と「異化効果 (Verfremdungseffekt)」という 2 つの概念
である。「異化」は、1910 年代から 20 年代末に起こった文学・芸術運動ロシア・フォ
ルマリズムの主張である。ロシア・フォルマリストは言語表現の方法と構造の面から芸
術とは何かを追求し、「芸術を自然現象の記録というより、記号や約束事として理解す
る」（スタム, バーゴイン&フリッタマン＝ルイス, 2006, p. 36）という言語思想の転換を
図った。その転換は、「日常的に見慣れた事物を奇異なものとして表現する」（シクロフ


















































































































た作品」（p. 198）（a work is understood to be realistic if it is conceived by its author as a display 
of verisimilitude, as true to life）(Jakobson, 1987, p. 20)、もうひとつが意味Bである、鑑賞
者が「真実らしさを持っていると感じ取る作品」（p. 198）(A work may be called realistic if 
I, the person judging it, perceive it as true to life) (Jakobson,1987, p. 20)、で、この 2 つにはそ
れぞれ①現実に接近すること(an approximation of reality) (Jakobson, 1987, p. 22)による既
存の芸術規範(artistic code) (Jakobson, 1987, p. 23)・芸術習慣(artistic tradition) (Jakobson, 
1987, p. 22)を 変 形
デフォルメーション
させたものと②既存の芸術規範・芸術習慣に忠実(faithfulness to 






 93  
 
reality) (Jakobson, 1987, p. 22)なものがあるとしている。そして 3 つ目の意味Cが、「近似











転ずる行き方」（p. 208）による表現 9(the condensation of the narrative by means of images 
based on continuity, that is , avoidance of the normal designative term in favor of metonymy or 






























































                                                   
10観念連合(association of ideas)は、ジョン・ロックによってもたらされ、18 世紀イギリスのロマ
ン主義に大きな影響を与えた概念である。現実をそのまま写し取るのではなく、心で観て、「類
推の源」とし、象徴の対象とするとする考え方である（サイファー, 1988, pp. 113-115）を参照。 
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  見慣れたことを見慣れぬように 
  当然のことを不思議に思ってくれ、と。 
  いつも起きることにびっくりするのだ。 
  原則の悪用を認識するのだ。（ブレヒト, 1967, p. 134） 
 
ブレヒトは、劇中の状況設定を背景として、主人公を中心とする役者の行動を注視する




















































れる」（ソルソ, 1997, p. 8）。したがって貯蔵している情報の参照次第では、視覚刺激の
特定の部分が注視される（ソルソ, 1997, p. 49）。こうした「継起的総合」（“sequential 
synthesis”）（ヤコブソン, 1978, p. 48）を経て、意味の生成を中断する場合を除き、最終




までも曖昧なもので、「目からの信号は著しく不完全」（藤田, 2013, p. 222）であり、「足
                                                   
11人間の視覚刺激の処理は「外界の画像から、不適切な情報によって乱されない観察者にとって
有用な記述を作り出す」（マー, 1987, p. 34）過程によって起こる。だが、何が適切で有意味であ
るかは、帰属する社会によって異なる。ホフマン（2003）によれば、人間は幼児期から多くの視
覚経験を通じ、異なった視覚的情報処理の法則を習得するが、視覚刺激の理解の過程に特有なそ
のルールは文化によって異なるという（p. 32）。Marr (1976)、Marr & Nishihara (1978)も参照。 























ソン（1973）の 6 機能モデル 12で説明される「詩的機能」に類似した詩的特徴がみられ




appellative)、3.〈メタ言語的機能〉(metalingual, glossing)、4. 〈詩的機能〉(poetic, aesthetic)、5.
〈言及指示的機能〉(referential, cognitive, denotative)、6.〈交話的機能〉(phatic)である（ヤコブソ



























「詩の付随的特徴」（ヤコブソン, 1973, p. 211）と述べる多義性や曖昧さをもたらす。ガ
ンボーニ（2007）はKern (1983)が対象とした時代とほぼ同じ 20 世紀美術の基礎を形成
した 1880 年から第一次世界大戦までの視覚表象を対象として、豊饒で精緻な分析を行
った。それらに共通する「潜在的イメージ」13という概念を使って、曖昧性と不確定性 14






参照する、指示的機能であり、いろいろなメッセージの「主要任務」(ヤコブソン, 1973, p. 188)
である。そして 6 の phatic、すなわち〈交話的機能〉とは、接触回路(contact)によって果たされ
る機能で、電話の「もしもし」のような、相手との〈コミュニケーション〉の経路を確認したり、
挨拶などの〈コミュニケーション〉の開始を告げたりといった、〈コミュニケーション〉を開始
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について論じている。「芸術家によって―潜勢的（ヴァーチャル）に―創出されるが、



























欠落を ambiguity（曖昧さ）としている。Scheffler (1989)は曖昧性を、複数の側面を持つ 
E-ambiguity(Elementary ambiguity)、対立する 2 つ以上の解釈(interpretive rivalry)が可能な
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2007, p. 248） 
 



















を通して彼／女らが既に獲得した」（シルヴァスティン, 2011, p. 289）する、特定の「社
会集団のすべての成員にとって前提可能な規範」（シルヴァスティン, 2011, p. 289）を含
む、「イメージの中に心的エネルギーを投入した（実用的、国民的、文化的、美的な）
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3 つのカテゴリーに分けられると説明される (Merrill, Lee, & Friedlander, 1994; Pearson, 
Nelson, Titsworth, & Harter, 2003)16。この一般的な分類では、広告、そして書籍であるマ
ンガは、マス・コミュニケーションに属するとされる。それは両者とも、情報の送り手
であるマス・メディアから多数 (large number)である大衆 (mass audience)への〈コミュ
ニケーション〉であり、かつ、基本的に情報の拡散 (scattered nature)と、オーディエン
スの不特定性 (anonymous nature)、そして異種混交性 (heterogeneous nature)を特徴とし








                                                   
15人々が一般的に持っている、プロトタイプ的なコミュニケーションのモデルといわれるのが、
C. E. シャノンと W. ウィーバーが通信工学の観点から考え出した、いわゆるシャノン＝ウィー








16Pearson, Nelson, Titsworth, & Harter (2003)はインターパーソナル・コミュニケーションをさらに




















基盤(technical infrastructure) 」、「生産の諸関係(relations of production)」から「エンコー
ド（encode）」することで、「意味ある構築物 1 (meaningful structures1)」をつくり、それ
が「意味ある言説(meaningful discourse)」として受け手に届けられる。受け手は、彼ら
が持っている「知識の枠組み (frameworks of knowledge)」、「技術的基盤 (technical 





文化的に慣れ親しんだ記号の配列や規則のことも指す(Hall, 1980, p. 132; ターナー, 
1999, pp. 117-120）。Hallのモデルにある「知識の枠組み」とは、技術的な知識、専門的









20知識の枠組み (frameworks of knowledge)、技術的基盤 (technical infrastructure) 、生産の諸関係
(relations of production)、エンコード(encode)、意味ある構築物 1 (meaningful structures1)、意味あ
るディスコース (meaningful discourse)、意味ある構築物 2 (meaningful structures2)、ディコード
(decode)、コミュニカティブ・エクスチェンジ (communicative exchange)の以上すべて日本語訳
は引用者によるもの。 
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なイデオロギー、制度化された知識、定義や前提といった、「意味ある言説」のエンコ
ーディングとディコーディングそれぞれの基となる、諸々の知識である(Hall, 1980, p. 
129)。こうした「知識の枠組み」と物理的、技術的、社会的に必要な諸関係 21によって、
エンコーディングがなされる。視覚的な情報も、送り手がエンコーディングによって言
説を生み出すためには、「制度的、社会的な諸関係が言語の、言説的な規則 (the discursive 
rule of language)を通過しなければならない」(Hall, 1980, p. 130)［日本語訳引用者］。そ
れによって「言説と言語の正当な規則 (the formal rule of discourse and language)」(Hall, 
1980, p. 130)［日本語訳引用者］は支配的なものとなる。ヴィジュアルが暗示するもの
は多意味的 (polysemic)である。多意味は多様的(pluralistic)ではなく、ある支配的文化秩







ングには 3 種類の仮説的ポジションがあるとしている。1 つ目は支配的文化の秩序と制
作過程で使われたコードを踏襲する形でディコーディングする支配的‐ヘゲモニー的
ポジション (the dominant-hegemonic position)（p. 136）［日本語訳引用者］であり、送り
手の意図どおりの「完全に透明なコミュニケーション（ perfectly transparent 
communication）」（p. 136）［日本語訳引用者］であるとしている。2 つ目が「折衝的ポジ
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ション (the negotiated position)」（p. 137）［日本語訳引用者］で、支配的な秩序やコード
に則ったり、また抵抗したりする矛盾した要素が混合する立場である。そして 3 つ目が
対抗的ポジション (the oppositional position)（pp. 137-138）であり、エンコーディングさ
れた送り手からの言説の支配的な秩序やコードに抵抗し、反対する立場を示したりする
読解である。このようにしてディコーディングされたメッセージは「社会的実践の構造




































文化的、美的な）さまざまな知」（バルト, 2005, pp. 34-35）の総体としてのコンテクス
トと捉える。 
そして「コード」とは、ある社会が共通に持つ「記号の用いられ方についての取り決
めのこと」（池上, 2002, p. 35）で、言語はもとより、「先行する社会的相互行為を通して
彼／女らが既に獲得した」（シルヴァスティン, 2011, p. 289）、特定の「社会集団のすべ













































Decoding  →  Interpretation 
(including the way of encoding  
by the audience) 
仲介者→受容者 
Decoding [Constructionist approach] 
Denotation/ Connotation 
エンコーディング 
Encoding (including the way of 
decoding by the audience) 
 
.発注者→制作者 
























































                                                   
24丸山（2014）は、記号と指標の違いについて言及し、指標が示す内容の了解には、「解読」と





る受け手のアプローチは、丸山が述べた 2 種類を 2 つの段階として継起的に踏むと考える。 

























象とする視覚表象は、創作 (creative work)的であり、「美的機能」（島本・岸, 1998, p. i）26
                                                   
25 このようなコミュニケーションの働きは、Hymes (1972[1964]: pp. 22-23, 1974: p. 13)の「出来事
モデル」を基に Silverstein (1976)へと発展したコミュニケーション・モデルにある、コミュニケ




能」に対応している。このモデルによると、絵画を構成する要素とは 1. 世界、2. 発注者、3. 制























                                                                                                                                                     
者》の手を経て《受容者》によって消費される一連の過程
プロセス










27表象の意味がどのように生成されるかに関しては、Hall (1997)の 3 つのアプローチ、すなわち
「リフレクティブ・アプローチ (“reflective approach”)」、「インテンショナル・アプローチ
(“intentional approach”)」、そして「コンストラクショニスト・アプローチ (“constructionist 






































The Daily Courant がイギリスで発売され、アメリカでは 1783 年、初の日刊新聞 The 
Pennsylvania Evening Post and Daily Advertiser がスタートした(Merrill, Lee, & Friedlander, 
1994, p. 101)。欧米諸国では発行部数も飛躍的に伸びていったが、現在の広告代理業の
前身である新聞代理業がアメリカに登場するのは 19 世紀中盤である（清水, 2012[1989], 
pp. 34-39）。最初の頃の新聞広告の表現は文字情報（広告コピー）のみで構成されたも
のが多く（高階, 1996b, p. 430）、19 世紀中頃までは具象の画像、要するに〈再現(模倣)
芸術〉の秩序に則って描かれているものがほとんどであった。〈再現(模倣)芸術〉の秩




だった (Vries & Amstel, 1972)。だがそのような表現が 19 世紀終盤、20 世紀に近づくに
つれて変化をみせる。明らかにアール・ヌーヴォーの影響が見て取れるようになるので
ある。19 世紀末に登場したポスター画は、新聞広告よりももっと、「過去とはまるで違






























象徴(symbol)は 19 世紀末の象徴主義 29にすでにみられた傾向であった。それは反写実で
あり、自然主義や実証主義が自然のありのままの描写や叙述を重んじるのに対し、感覚
的、暗示的、情動的で、象徴性や装飾性を重んじる表現を特徴としている（cf.マドセン, 
1983; 鶴岡, 2004; 城, 2012）。マドセン（1983）は、アール・ヌーヴォーの形態面の特徴
として、抽象的で構成的、植物のイメージ、線的で平面的の 3 つを挙げている。そして
特に強調しているのが、フランス、およびベルギーで開花した「抽象的、構造的象徴と













                                                   
28それは大きく分けて、フランスやベルギーのデザイナーの作品で代表される「豊かで、曲線的
で、有機的で、非対称的で、ダイナミックなスタイル」（海野, 2002b, p. 107）と、イギリスのグ
ラスゴー派やオーストリアのウィーン・ゼツェッション派にみられる「より抑制され、幾何学的
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アレクサンドル・スタンラン(Théophile Alexandre Steinlen)らの作品もジャポニスムの影













































4） 自然物の象徴的な表現による、創作の狙いやメッセージの表現（マドセン, 1983） 
5）〈ヴィジュアル・シンタクス〉からの逸脱と要素の観念上の接合（鈴木, 2001） 
 










































































































階, 2000, p. 8）。中でも最も特徴的とされるモティーフは、なんといっても花や蔓などの







































































メリカの石鹸ブランド “Pears’ Soap”の新聞広告を 1875 年から時系列で並べたものであ
る 34。一番上の槍を持つ黒人が描かれた広告は、1875 年の制作とされているものだが、 
                                                   
3319 世紀末から 20 世紀初頭の近代ポスター誕生については、ヴェーユほか（1978）の「フラン
ス 2 1880-1914」の章に非常にコンパクトにまとめられている。 
34アール・ヌーヴォーは最初にヨーロッパを中心として、その後、世界中に飛び火した国際的な
ムーヴメントであった。アメリカは世紀末当時、「文化的にはまだヨーロッパ大陸に従属して」
（鈴木, 1996, p. 427）おり、美術はフランスに学ぶべきという考えも根強かった。そんな中、1893
年にはシカゴ万博も開催され、フランスのアール・ヌーヴォーの美意識、表現が一気に広まった
と考えられる。 
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図 8.〈具象〉から〈非具象〉へ: Pears’ soap35 














立体性を帯び、現実の再現に対する忠実性を重んじているのに対し、5 点目と 6 点目は
                                                   
35図像は上記の資料より。参考資料の Vries & Amstel (1972)参照。 











図 9. Cycle Perfecta       図 10. Nestle’s Food for Infants36 
 by Alphonse Mucha「ミュシャ財団秘蔵ミュシャ展」カタログ」 





                                                   
36図像入手は上記の資料より。参考資料の千足・佐藤（2013）参照。 






























うな単純化は、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのアール・ヌーヴォーのポスター・
デザインによく見かけられる。1897 年に発表されたジョルジュ・ボティーニ(Georges 





Forain)が描いた「第 2 回自転車展」のポスターも自転車に乗っている女性 2 人の腰から
上の姿が描かれており、彼女たちが乗っている自転車はほんの少し描かれるに留まって
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図 11. La Trahison des Images1  
by René Magritte 
                                                   










ていた。この再現的ではない、「〈感覚〉のなかだけで描く」（前田, 2004, p. 14）、「観念の
芸術」（サイファー, 1988, p. 289）は、時代の流れと共にキュビスム、フューチャリスム、
ダダイスム、そしてシュルレアリスムへと発展していく 2。 
図 11 は、シュルレアリストであったルネ・マグリット(René François Ghislain Magritte)






















義（神吉, 1990, p. 292）、観念的、記号的（海野・小倉, 1988, p. 20）などと説明されている。そう
した分析からは、この新たな表象を作者の観念や主観と関連させて説明する傾向が浮かび上がる。 






























































ー, 2006, p. 124）を結ぶという、何らかの可能性が充満する動的性質を帯び、構成力と
持つ〈空間〉である。そこは鑑賞の鍵を握っていて、鑑賞の対象物に対する芸術的価値


















































































                                                   
3詩的特徴については 3.2.1 で詳述。 






























©ADAGP，Paris ＆JASPAR，Tokyo，2014 E1232 













                                                   
4図像は 2014 年 10 月 1 日 WikiArt “The false mirror” ページ
（http://www.wikiart.org/en/rene-magritte/the-false-mirror-1928）より入手。 
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©ADAGP，Paris ＆JASPAR，Tokyo，2014 E1232 

























                                                   
5図像は 2014 年 10 月 1 日 WikiArt “Black magic” ページ
（http://www.wikiart.org/en/search/black%20magic/1#supersized-search-211319）より入手。 
















































                                                   
6プロトタイプということができる。プロトタイプに関する研究の詳細は Lakoff (1987)、深田・
仲本（2008）参照。 


































（Media Graphics Institute Inc., 2002）が、広告表現上のストラテジーの基本としても広く受け入
れられている。この法則は広告表現と表 1 のような対応関係にあると一般的に考えられている。 
■表 1. AIDMA の法則 
認知段階 Attention （注意） ヘッドライン（キャッチコピー）＆ヴィジュアル 
感情段階 
Interest （興味、関心） 
ボディコピー Desire  （欲求） 
Memory （記憶） 
行動段階 Action  （行動） アクセス情報や価格等 































                                                                                                                                                     
＊Media Graphics Institute Inc. 「file No. 4 高価な物でも売れる事実と安い物でも売れない事実
---2.AIDMA の法則」からの表を基に作成。 
 IT 革命以降は新たなメディアや表現方法の登場により、この法則の応用として、電通が提唱
した AISAS(Attention, Interest, Search, Action, Share)モデル、電通モダン・コミュニケーション・
ラボ（佐藤尚之・金田育子・京井良彦・信澤宏至・茂呂譲治・橋口幸生・宮林隆吉・貝洲岳洋）



































つまりマグリットの影響を受けた作品が、数多くみられた。（永井, 1977, p.168） 
 
 以下にある図 14 と図 15 はいずれも、日本屈指のグラフィック・デザイナー細谷厳の
作品 9であるが、これらは永井が指摘した日宣美 10主催の日宣美展入選作品である。『日
宣美の時代』という日宣美の作品資料集の中で、作品の論考にあたっていた執筆者の一




                                                   
9両作品とも図像は細谷巌が代表取締役会長を務める（2014 年 10 月現在）株式会社ライトパブ
リシティから提供。 
101951 年から日本のデザイン界の興隆を目的として設立され、1970 年までの 20 年間存続した日
本宣伝美術会。 
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会いに、細谷らしい写真による衝撃性を獲得している。（神田, 2000, p. 129） 
 
図 14. SILENCE（日宣美展出品 細谷のポスター作品, 1968） 
 
  












































ある“The Absolutely Naked Fragrance”の場合、ピンク色をした細長い板のようなオブジェ
クトが床と壁についており、床が木や車やビルといった物質の世界を、そして壁が想幻
想や人間の精神世界といった想像の世界を象徴しており、そのあいだにあるものをこの




 20 世紀中盤に起こった「広告革命(the advertising revolution)」(Frank, 1997, p.105)と呼
                                                   
11すなわち対象そのものを具体的に描く代わりに、何か他のものに置き換えて描くという行為。 
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In the early years of the advertising revolution, creativity meant minimalism. After the 
successes achieved with the simple layouts of Volkswagen and the no-background 
blankness used by George Lois, minimalism was an obvious choice for speaking to 
consumers made skeptical by years of stretched autos and glittering appliances. (Frank, 





  ［日本語訳引用者］ 
 
 ジョージ・ロイスが画期的なレイアウトで広告界にこうした衝撃を与える少し前であ
る 1956 年に、ポール・ランド(Paul Rand)はIBMのロゴを手掛けた。そのデザインに対










(soft sell)の分類である。Ad Age Encyclopedia の “Hard-sell/soft-sell advertising”の説明を基にまと
めると、ハードセルとは、商品やサービスの効用、特性、他社のそれとの差別化ポイントを直接
的に、詳しく、あるいは具体的に訴求する手法。これに対しソフトセルは、商品やサービスを直
接的ではなく、間接的、情緒的に訴求する方法である (“Hard-sell/soft-sell”, 2003)。Mort (2013)
によれば、1950 年代、アメリカのハードセル手法はイギリスには非常に受け入れられにくいも
のであったという。 













年に情報コンサルタントから受けた“What is your concept of ‛The Big Idea15?’”（あなたの
「ビッグ・アイディア」の概念とは何ですか？）［日本語訳引用者］という問いに関す
るインタビューの中で、広告革命の中心人物のひとりであるジョージ・ロイスが“ The 





ジ・ロイスがいう “the defeat of habit”とは、社会が当然だと考えている〈ヴィジュアル・
シンタクス〉からの何らかの変更による非習慣性の創造のことだとも考えられる。 
 〈異常〉が顕現するミニマルな広告は、無論例外はあるが典型的に、ヴィジュアルの











る言葉とグラフィック・イメージで表現されるものである」(Lois& Pitts, 1991, p. 6)［日本語訳引
用者］としている。 
 












手法として確立されていったのである(Pracejus, Olsen, & O’Guinn, 2006, pp. 83-84)。
Pracejus, Olsen, & O’Guinn (2006)によれば、さらに、建築におけるミース・ファン・デ
ル・ローエ(Mies van der Rohe)、ルイス・バラガン(Luis Barragan)、そしてアルネ・ヤコ
ブセン(Arne Jacobsen)らの the “less is more” （「過ぎたるは及ばざるが如し」）ムーヴメ
ントもミニマリズムの一種として位置付けることができ、広告界における顕在的な〈地〉
を使ったデザインに影響を与えているとしている。 
      ©Volkswagen AG  
 図 16. ミニマリズムの影響: Volkswagen: Think small16 
 
 上述のジョージ・ロイスの 1960 年の Volkswagen の広告は、〈空間〉が明らかに際立
                                                   
16図像提供 Volkswagen AG。 
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図 17. Volkswagen: Lemon17 
 













                                                   
17図像提供 Volkswagen AG。 



















































































                                                   
18欧米系広告の message formulas の分類方法と、日本の「表現戦術」の分類方法は若干異なる。
Wells, Burnett ,& Moriarty(1998)が提示した欧米系の分類をベースに、そして小林・嶋村（1998）









4.Problem Solution/Problem Avoidance 
「ヒーローは商品」として知られるこのファーミュラは、問題が起こり、その商品・サービスがそれを解決するというストーリー 





















                                                                                                                                                     
8.説得型 
対象商品・サービスの優位性を訴える    
9.データ提示型 













*英語の表記のものは Wells, Burnett, & Moriarty(1998, pp. 316-317) からであり、それに小林・嶋
村（1998, pp. 91-92）の分類を加え、かつ加筆をしたもの。 
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インが施された、企業ロゴと “Find out in the 2011 catalogue” （「2011 年版のカタログで
見つけてください」）［日本語訳引用者］というタグライン（スローガン的なフレーズに
                                                   
19図像は、2013 年 11 月 10 日 Mediabistro Inc. が運営する広告アーカイブサイト Ads of the World 
http://adsoftheworld.com/media/print/ikea_papp_series_teaser_1 より取得。 

































































































                                                   
20図像は 2013 年 5 月 10 日のスーパーマーケット（店名は匿名）のチラシ。 



















図 20. Slice of life（スライス・オブ・ライフ）: Albers Flapjack Buttermilk Pancake21  
Heimann (2003) 
 
 続いて図 20 を参照ながら、2 つ目の〈積極的消極空間〉のない広告の例の構造を分
                                                   
21図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の Heimann (2003)を参照。 
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析したい。金髪の白人の男の子というヴィジュアル、すなわちコード化されたイコン的




ップが注がれているというヴィジュアルが描かれている。そして“New from Albers!!! 






















                                                   
22「スライス・オブ・ライフ(Slice of life)」は、日常生活の一部を再現することで親近感を持たせ
る広告手法の一種。 







り、マーチン・ルーサー・キング牧師によって“I have a dream”スピーチが行われ、公民




















































                                                   
23うれしい、悲しい、嫌悪、恐れ、怒り、驚きの 5 つの感情を表現する顔の表情は、だいたいど
の文化圏でもほぼ似通っており、普遍的である(Ekman & Friesen, 1987; Ekman & Keltner, 1997; 
Matsumoto, Franklin, Choi, Rogers, &Tatani, 2002)。 




図 21. ブランド訴求: Black & White24 
The Times digital archive (2014) 
 図 21 の全体を眺めた時、〈図〉である要素が目に飛び込んでくる。それは同時に〈地〉
の認識でもある。この広告のヘッドライン、つまり注意喚起を目的とする言語的メッセ
ージが、“Black & White”と語っている。ラベルが貼られたボトルのイラストの両脇に、








されているといえる。 “Black & White”というコピーのすぐ下にボトルがあり、ラベル
に“Black & White”と書かれている。ラベルの Black の側には黒い犬のイラストがあり、
White の側には白い犬のイラストが配されている。①“Black & White”というコピー、②
ボトル、③ボトルのラベルの “Scotch Whisky  Black &White”という表示、④黒い犬と
白い犬、そして⑤“It’s the Scotch!”というこの 5 つの要素は、その隣接性のゆえに、すべ
                                                   
24図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の The Times digital archive (2014)を参照。 







































































と黒なのかも、ウィスキーとの関連性、因果性では説明がつかない。Black & White Scotch 
Whisky のウェブサイトにある説明によれば、創業者であるジェイムス・ブキャナン
(James Buchanan)が 1879 年に事業を始めブキャナンズ・ブランド(Buchanan’s bland)とし
て売り出したウィスキーが、黒いボトルに白いラベルであったため、“black and white 
whisky”という愛称で顧客に親しまれていた。ブランド名を変更した時期もあったにも
かかわらず、顧客は相変わらず“black and white whisky”と呼んで愛飲したので、その名
に戻し、動物好きのブキャナンは、その名に合わせて、黒と白のスコッチテリアをモテ
















































体を動かす女性へと変わる」（鹿島, 2001, p. 194）という変化がみられるようになる。ポ
スター画の第一人者のひとりだったシュレのみならず、ロートレックも「瞬間の美」に
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こだわり、「ラ・グリュやジャヌ・アヴリルなどの動くダンサーが示す一瞬の美しさを
描いた」（鹿島, 2001, p. 195）。こうしたポスター芸術の世界の変化によって、「ミュージ
ックホールのレヴュー(revue)とセクシ ・ーガールを満載した『ラ・ヴィ・パリジェンヌ』
などのフランスの雑誌(revue)は、その語源の同一性のせいか互いに影響を与え合い、フ
ァンタジーを強化するようになる」（鹿島, 2001, p. 195）のである。ポスター画が発展し
た 19 世紀のフランスでは、日本のマンガに相当する画風、すなわち「特徴を極端にデ
フォルメして描画する」（荒俣, 2004a, p. 4）、カリカチュールも大きな発展を遂げた。そ
こで起こったこととは、世紀末のパリを美術館のように飾ったポスター画に、「都市の
新しい主役」として登場した女性というモティーフを使った、「ただひたすら愛らしく
うつくしい方向にだけイメージを歪める技」（荒俣, 2004a, p. 4）が誕生したことであっ
た。これを、荒俣（2004a）は日本の少女マンガのルーツと位置付けている。 
©Mucha Trust 
図 22. Biëres de la Nieuse      図 23. Mollaco-Monte Carlo25 
by Alphonse Mucha「ミュシャ財団秘蔵ミュシャ展」カタログ 





                                                   
25図像入手は上記の資料より。参考資料の千足・佐藤（2013）参照。 












図 24.『少女の友』口絵      図 25.『少女画報』表紙 



















図 26.『女の部屋』表紙    図 27.『ジュニアそれいゆ』表紙 
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橋, 2012, p. 31）であったことや、30 代での渡仏、その後の発想や作風にもパリでの体
験が生きていると分析する。そして「やはりパリが彼の意識を刺激しているのであろう。
彼の過去の《記憶》《体験》が、パリという異空間に浸って揺さぶられ、そこに新たな








































沢, 1980, p. 15）であると述べている。 
明治 28 年（1895 年）に創刊された『少年世界』には、少女欄が設けられていたが、
少女として独立しておらず、大衆少女雑誌である『少女界』が創刊されたのは明治 35
年（1902 年）で、『少女世界』が明治 39 年（1906 年）、実業之日本社刊『少女の友』に
至っては明治 41 年（1908 年）である（二上, 2005, p. 48）。その後、上記のような少女
向け雑誌の大物作家たちのアール・ヌーヴォー、アール・デコからの影響を経て、「大
正モダニズムと呼ばれる文化の時代は、これらの少女雑誌を育んでゆく」（米沢, 1980, p. 
14）。女性解放の時代となった 20 世紀がヨーロッパに運んできたのびやかで躍動的で、
夢見る乙女の肖像の表現は、まさしく日本の少女向けの「現代まんがのルーツにほかな
らない」（荒俣, 2004a, p. 108）といえる。 
しかし、少女マンガの重要な特徴であるエンターテインメントとしての物語の面白さ
は、「大正から昭和初期を経て、二十年代頃まで［中略］月刊少女雑誌に掲載される少
女小説が果たしていた」（二上, 2005, p. 80）。昭和 26 年、『少女ブック』が創刊されたこ
とで、『少女』『少女クラブ』と少女まんがの草創期の三誌が出揃った（二上, 2005, p. 81）。
だが、戦前の中原や蕗谷ら少女向け雑誌の画家同様、長いあいだ、少女マンガの世界は
男性作家によって描かれるという状況が続いて、「少女まんがが市民権を獲得したのは、
昭和も四十年代後半に入ってから」（二上, 2005, p. 98）であった。 




それは、「緊張を持続させる」ものであった（米沢, 1980, pp. 144-145）。その萩尾と共に、
昭和 40 年代に人気だった作家に大島弓子、竹宮惠子がおり、3 人の名字の頭文字を組













































神尾（2007, pp. 24-25） 










                                                   
34作品の図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の神尾（2007）を参照。 




































































図 29.〈積極的消極空間〉の若葉:『のだめカンタービレ』バイリンガル版 35 
二ノ宮（2007, pp. 178-179） 
 
 図 29 は講談社発行の女性漫画誌『Kiss』に 2001 年から連載されたクラッシック音楽
















                                                   
35作品の図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の二ノ宮（2007）を参照。 

































































図 30.「空（そら）」の意味の違い 36 
（菅野, 2004, p. 62） 
 









                                                   
36作品の図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の菅野（2004）を参照。 





































































          
 
図 31. 心象や時間の経過を表す〈積極的消極空間〉:『NANA』37 










                                                   
37作品の図像の入手情報は、上記のとおり、参考資料の矢沢（2000）を参照。 
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          ©あだち充／小学館・週刊少年サンデー 
図 32. よりコード化された「空（そら）」:『タッチ』171F38 
































                                                   
38作品の図像の入手情報は、参考資料のあだち（1992）を参照。 

















アメリカの映画や雑誌からの影響が大きい（呉, 1986, p. 121）。コミックストリップから
発達し、バッドマンなど最も多くの大衆の目に触れているいわゆる「スーパーヒーロー













                                                   
3919 世紀末のアメリカにおける、新聞のコミックストリップにあるという考え方（小野, 2005, 
p.11）、また 19 世紀中盤にヨーロッパで人気を博したスイスの画家で、作家でもあったロドルフ・
テプフェール(Rodolphe Töpffer)のコマ割りマンガであるとする説もある（ゴンブリッジ, 1979, p. 
455）。日本のストーリーマンガのルーツに対する見方も様々で、明治の北澤楽天であるとするも
の（松本・日高, 2004, p. 6）や大正時代に活躍した岡本一平の作品であるという説（清水, 1999a, 
2007）などがある。 



















































































 “Batman” #696 ™ and ©DC Comics.  















関係においても単純であって、いかなる逸脱や挿入もない。（四方田, 1999, p. 32） 
                                                   
40図像は DC Comics 社より提供。 












Rather than acting as a bridge between separate moments, the reader here must assemble a 
single moment using scattered fragments. (McCloud, 1994, p. 79)  
  ある瞬間と瞬間同士を橋渡しするというよりも、読み手はバラバラに散った場














































































れを含む 6 つの基軸概念について説明した。 












































あることの 3 点が挙げられることを明らかにした。 




















第 3 項では、第 2 項での「意味を構成する機能」、「誕生の契機」、「表象をめぐるルー
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当にありがとうございました。 
 
 第一校目から私の頼みを聞いて論文に目を通し、校正など、細かいチェックまで引き
受けてくれた森田系太郎氏に厚くお礼を申し上げます。氏の深く、広い知識、鋭い見識
とやさしさ抜きでは、この研究は形に成り得ませんでした。わがままな私の願いに対し、
決してノーと言うことなく、あたたかく引き受けてくれました。感謝しきれません。 
明治大学理工学部専任講師の山本洋平先生からは、ご多忙の中、論文に目を通し、2
度にわたってお時間をお取りいただき、膝詰めでご指導いただきました。改めてお礼を
申し上げます。 
同じ野田教授のゼミ生である山田悠介氏にも、外国語文献の原著を探したり、校正を
お願いしたりと、本当にお世話になりました。心からの感謝の言葉を伝えたいです。本
当に本当にありがとう。 
 
 そして立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科の先輩、同輩、後輩の皆さん
に心からお礼を申し上げます。 
  
版権許諾の問題で相談にのってくださった上野先生、ならびに立教大学のリサーチ・
イニシアティブセンターの森氏、また文献の書誌情報の入手に尽力してくださった池袋
図書館リファレンス・コーナーの古澤氏、リポジトリ担当の皆さんにも感謝の言葉を述
べたいと思います。この方々を含め、立教大学の研究支援体制全体にも感謝の意を表し
たいと思います。 
 
 
 
 
中村優子 
